
〔講義メモ〕

（名古屋勉強会のワーク）



ストップ幅をできるだけ狭くしたい
できるだけ有利な箇所でエントリーしたい
という思いで短い時間足を見ていくと
勝てない

答えは上位足にある
エントリーのタイミングをはかるために
1時間足を見るが
ポジションを持ったら1時間足は見なくて良いくらい

2つ上の時間足までの同調が必要になる

日足、4時間足の同調があると1時間足の一波を狙える

4時間足の一波を狙おうとすると週足までの同調が必要





週足は↑目線だが
パーフェクトオーダーも崩れ
高値が切り下がってきている
売買バランスを考えると
週足は買いよりも売りが優勢になって
来ているところ
→2つ下の4時間足の一波を狙えるか

a

baはトレンドのはじめで
これからまだ新規の買いが入って
来やすいところ

ｂはトレンドの終盤で
既に買っていた人たちの
決済の売りが入りやすいところ

aとbとでは売買のバランスが
異なる

この動きが調整なのかどうかは
4時間足の21MAの向きが
となるのを確認する

ここから日足はPO

日足の本流を狙う場合
週足まで同調→4時間足の一波を狙う
日足までが同調→1時間足の一波を狙う





戻し率も結構良さそう
→4時間足に引けるTLをブレイク
→本流入りになった可能性が高い
→1時間足に切り替えてエントリーの
タイミングをみる

TLを引く

21MAとクロスしていそうで
あまり良いTLではない
→引き直しになりそう



21MAの少しだけ外側に
ラインが引ける
→TLを抜けた辺りから
本流入りか

前回の安値辺りに到達

壁がありそう



このラインはあまり良いTLでは
ないので引き直しになる可能性が
あると考えると

トレンド転換、TL抜け、75MA抜けの
Ｃで直ぐにエントリーとはならない

良いTL
4時間足21MAの外側（右側）に
21MAにできるだけ平行に

引けるライン

Ｃ
押し安値

ここでエントリーしても1時間足の
押し安値を抜けるまでは注意深く
チャートをチェックする必要がある

前回の安値辺りに到達で
どういう行動をするか？

・週足の押し安値１に到達している
・4時間足、日足でも21MAから乖離が
大きくなっている

下にサポートがなくても
自立反発で上昇しやすいところ

利確が入りやすい

ここから最初のショートポジションを
入れるのはNG



週足は↑目線だが
150.000あたりで一旦決済、新規売りが入り
押し安値辺りまでさげてきた
→ここからまた買う人が出てくる





最初に引いたレンジラインを
下抜けて、このラインで反転
したので、
レンジの幅が拡がったか

週足直近は買い優勢か

調整で壁を作る
パターン

21MAで
サポート
されたか

方向感がない





日足の押し安値でも
本流入りとやることは同じ

TL上抜け、戻り高値抜け
75MA抜けで
ロングを考える

ダブルトップ完成で
ショートしてくる
人もいるか

但し、週足の方向感がない
のでロングの週足の同調は
ない

ロングを狙うとしても
1時間足の一波くらいか



75MAを抜けた
この辺りで1時間足の
一波を狙うことになる



この辺りでエントリー
出来ると良い

実際にこの辺りで
エントリーした



売買バランスを考えると
買いの優位性が違う

買いの優位性が
高い

買いの優位性が
低い
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